
令和７年度第１回群馬県立農林大学校評価外部評価委員会 開催結果 

 

                                                                事務局 農林大学校 

 

１ 日時 令和７年６月２４日（火） 午後２時から３時まで 

 

２ 場所 群馬県立農林大学校２階 会議室 

 

３ 出席者数 委員７名、事務局７名 

 

４ 学校概要について 

   事務局から説明 

  

５ 農林大学校評価について 

   事務局から説明 

 

６ 委員長、副委員長選任 

   互選により、澁谷喜久委員を委員長に、齊田和則委員を副委員長に選任   

        

７ 説明事項 

(1) 令和７年度群馬県立農林大学校評価に係る重点方針、評価項目について 

 

＜委員の主な意見＞ 

「１ 質の高い教育の実行」 

  ・寮について、複数人での利用ではなく個室にすることで、入校生を集めやすくなるのでは

ないか。 

  ・大型モニターの設置について、視覚的な学習は効果的だと思う。 

   「２ 実績の上がる学生募集の実行」 

  ・高校教員の農林大の教育内容に対する理解促進が学生募集に重要であり、教員が農林大を

見学する機会を持つことには大きな意義がある。継続的に実施していただきたい。 

「３ 実績の上がる進路指導の実施」 

  ・農業高校からの卒業生の就農率がどのくらいかわかるデータがあるとよい。 

・実績を上げている若手農業者による講義は、学生の農業に対するモチベーションを高める

のに有効である。今後もカリキュラムの中に積極的に取り入れていくべきである。 

  ・土壌管理の適正化は作物共通の課題であり、土壌医の資格取得は積極的に進めて欲しい。

就農する場合のみならず、農業関連分野に就職する際にも有利だと思われる。 

「４ 県民の期待に応えられる研修の実行」 

  ・ここにいる間に中型免許か準中型免許が取れれば有難いのではないかと感じた。 

 

(2) その他 

 特になし 

 

８ 結論 

・「令和７年度群馬県立農林大学校評価 評価システムシート」の評価項目等について、承認され

た。 

・委員の意見を踏まえ対応を検討する。 

 

◎資料 

  ・次第、委員名簿、群馬県立農林大学校評価実施要領、令和７年度群馬県立農林大学校評価実施スケ

ジュール、令和７年度群馬県立農林大学校評価システムシート等 


